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再生骨材の品質がコンクリートの諸性状に及ぼす影響
（その1　再生骨材の製造と品質）

リサイクル　　　　　原コンクリート　　　再生骨材

骨材品質　　　　　　再生骨材製造装置　　処理回数

1．はじめに

コンクリート塊よりリサイクルされた再生骨材の品質は原

コンクリートの種類・品質や再生処理の程度により多岐にわ

たると考えられ、コンクリート用骨材としての利用拡大を因

るためには、再生骨材の品質がコンクリートの性状に及ぼす

影響について把握することが重要である。

本研究は、（その1）として使用骨材や強度レベルを異に

する複数の原コンクリートより採取したコンクリート塊を用

い、再生処理の程度を変化させて製造した再生粗骨材の品質

について調べ、（その2）として再生骨材の品質とコンクリ

ートの諸性状との関係について検討したものである。

2．実験概要

2．1原コンクリート

（1）約40数年前に打設された擁壁（原コンクリート①）

調合推定1）の結果および採取コアの圧縮強度、また採取し

たコアを用いて硬化コンクリート中の空気量を測定2）した結

果を表1に示す。原コンクリートはNon－AEコンクリートで

あり、使用された粗骨材は最大寸法40Imの川砂利である。

（2）実験用に打設したコンクリ丁ト（原コンクリート②）

レディーミクストコンクリート工場にて製造された呼び強

度18，24，30のコンクリートを用いて、それぞれ約5m3の

コンクリートブロックを打設した。コンクリート調合を表2

に、使用材料を表3に示す。

2．2　再生粗骨材の製造

原コンクリートを大型重機にて人頭大に破砕後、油圧式ジ

ョークラッシャにて最大寸法40皿に粗砕した。次に図1に

示すように円筒型ケーシング内にコーンとスクリューを装備

している一軸スクリュー方式の再生骨材製造装置（以下、ス

クリュー磨砕装置）を用い処理回数を変化させて品質の異な

る再生租骨材（最大寸法20mm）を製造した。本装置は主と

して骨材同士の摩擦により骨材表面に付着しているモルタル

を除去するものであり、本体（円筒形ケーシング）寸法は径

450mmX長さ2，200mmとコンパクトである。また、主軸が比

敏的低速で回転（120Ipm）しているため振動，騒音，粉塵の

発生が少なく、乾式に■よる方法のため排水処理の手間が掛か

らない等の特徴を有する。処理能力は30仙である。

2．3　試験項目および試験方法

∵製造された各種再生粗骨材について表4に示す骨材試験を

行った。
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表1原コンクリート①の調合推定結果およびコア強度と空気量

項　　 目 結 果

調 合 推 定

結 果

見 掛空 気 量 （％ ） 2．2

単 位 水量 （kg ／m 3） 151

水セル ト比 （％ ） 4 5

コアの 圧縮 強度 （N ／m m 2） 36 ．5

硬 化コンクリ」ヰ の空 気 量 （％） 1．7

表2　原コンクリート②の調合

呼び強度
スランプ 宰気量 W ／C

（C m ） （％） （％）

18

18 4．0

・ 65．8

24 57．2

30 49．8

表3　原コンクリート②に使用された材料

種 別 使 用 材料 物 性 また は主 成 分

セル ト 普 通 ホ○ルトランドセル ト 虔 3・16g／cm 3

細 骨 材
砕 砂 4 0％ 表 乾 密 度 2ぷ q／cm 3、吸 水 率 1．53％ 、親激 辛 3．35

山砂 6 0％ 表 乾 密 度 2．60q／cm 3、吸 水 率 2．50％ 、租 粒串 2．10

粗 骨 材 砕 石 2（〉05 表 乾 密 度 2．6軸 ／cm 3、吸 水 率 仇84％ 、観 粒率 6．46
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表4　試験項目と試験方法

試験項目 試験方法

骨材試鹸

錐乾密度 く JISAlllO

吸水率 JISA lllO

微粉分量 」lSA llO3

粒形判定実積率 」lSA 5005
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3．実験結果と考察

製造された再生粗骨材の骨材試験結果を表5、囲2および

図3にそれぞれ示す。

表5　再生粗骨材の骨材試故結果

原 コンクリ」 ・

処 理

回 数

試　 験　 項　 目

絶 乾 密 度 吸 水 率 微 粉 分 量 粒 形 判 定

（回 ） （g ／c m 3） （％ ） く％ ） 実 積 率 （％ ）

①

0 2 ．3 6 4 ．7 3 ．5 5 7 ．9

1 2 ．4 3 3 ．5　 － 1 ．4 6 3 ．0

2 2 ．5 1 2 ．5 0 ．7 6 3 ．2

② 、

呼 び 強 度 1 8

0 2 ．2 0 后．0 1 ．6 5 5 ．1

1 2 ．3 4 3 ．7 0 ．6 6 3 ．1

2　 ■ 2 ．4 0 2 ．9 0 ．4 6 3 ．2

3 2．4 5 2 ．4 0 ．2 6 3 ．8

（塾

呼 び 強 度 2 4

1 乙 3 1 4 ．2 0 ．4 6 乙8

2 乙3 8 3 ．3 0 ．4 6 1 ．7

3 2 ．4 0 3 ．0 0 ．4 6 3 ．7

②

呼 び 強 度 3 0

0 2．2 0 6 ．0 1 ．0 5 7 ．6

1 2 ．3 0 4 ．7 0 ．5 6 3 ．2

2 2 ．3 6 3 ．7 0 ．7 6 3 ▲9

3 乙4 1 3 ．0 0 ．7 6 3 ．1

」A S S 5 暮 2 ．5 以 上 3 ．0 以 下 1．0 以 下

＊：」ASS5－2003の4節「コンクリ」・材料」の4．3項「骨材」による

（1）絶乾密度

ズクリュー摩砕処理を行なうことにより骨材表面に付着し

たモルタルが除去されるため、処理回数の増加に伴い絶乾密

度は増大した。川砂利が使用されている原コンクリート①か

ら製造した再生粗骨材の絶乾密度は2回の処理で2．5画を

超える結果となった。一方、砕石が使用されている原コンク

リート②から製造した再生粗骨材の絶乾密度は処理を3回行

った場合で2．5g／cm3以下であった。この理由は砕石の場合、

川砂利に比べて骨材の形状の影響によりモルタルが除去され

にくいためと考えられる。また砕石が用いられている原コン

クリート②の場合で、原コンクリートの強度が大きい場合に

再生粗骨材の絶乾密度がやや小さくなる傾向が認められた。

この理由として原コンクリートの強度が大きいとモルタルが

除去されにくくなることが考えられる。

（2）吸水率

吸水率は処理回数の増加に伴い小さくなり、川砂利が用い

られている原コンクリート①の場合では2回の処理で3．0％

以下の値となり、また砕石が使用されている原コンクリート

②の場合でも3回の処理で吸水率を3．0％まで低下させるこ

とが可能であった。なお後者の場合、原コンクリートの強度

が大きいほど同じ処理回数におい七吸水率が大きい傾向が認

められた。以上のことは絶乾密度での結果と同様に、付着モ

ルタルの除去されにくさに起因するものと考えられる。

（3）微粉分量

スクリュー摩砕処理により微粉分量は低減され、1～2回の

処理で微粉分量は1．0％以下の備になった。

（4）粒形判定実積率

スクリュー磨砕処理により、粒形判定実積率は処理回数1

回においてほぼ63％程度の値となり、形状改善の面からは1

回の磨砕処理で十分な結果となった。よって原コンクリート

の相違にかかわらず、スクリュー摩砕処理によって製造され

た再生粗骨材は無処理の場合に比べて同一スランプを得るの

に必要な単位水量を低減できると推察される。
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囲2　絶乾密度および吸水率

（
ざ
）
姐
町
宅
留

7

　

6

　

■

．

■

一

　

4

　

3

　

2

　

1

　

0

（
ざ
）
舟
歴
秋
根
弄
染
亜

0

　

　

　

■

．

ユ

　

　

　

■

U

　

　

　

■

．

⊃

　

　

　

0

7

　

　

　

　

▲

h

－

　

　

　

6

　

　

　

　

5

　

　

　

　

5

①－①－①－②－②－②－②－②－②－②－②－②－②－②－
0　1　2　18－18＿18－18＿　24＿24＿24＿30＿30－30－30－

0　1　2　　ユ　1　2　　3　　0　　－1　2　　ユ

再生粗骨材の種類

図3　微粉分量および粒形判定実額率

4．まとめ

今回の検討結果から、スクリュー摩砕装置による処理回数

が製造される再生粗骨材の絶革密度等の品質に及ぼす影響を

把握することができた。また原コンクリートに用いられる骨

材の種類や原コンクリートの強度についても、その影響を確

認することができた。
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